別紙様式
令和５年１０月１３日
関  係  各  位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          国立大学法人東京学芸大学長
國　分　　充
（公印省略）
附属学校教員の公募について
拝啓　時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて，このたび，本学では下記の要領で附属学校教員を公募いたします。

　　本学の附属学校は，公立の学校と同様な教育を行うほか，教員養成を目的とする大学の附属学校として，教育の理論と実践に関する研究・実証及び学生の教育実習の指導にあたる使命を持ち，取り組んでいます。この趣旨を十分ご理解の上，応募してくださるようお願い申し上げます。当該校の概要は，ホームページで紹介しておりますのでご覧ください。

　　なお，本学では附属学校間の人事異動・交流を推進しているとともに，東京都教育委員会，横浜市教育委員会，杉並区教育委員会，さいたま市及び５国立大学法人（筑波大学，お茶の水女子大学，東京大学，東京藝術大学，広島大学）との間で，人事交流協定を締結しております。この点につきましても，ご承知おき願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　敬具
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